
 学校法人神戸学院は2022年に創立110周年を迎えました。そして神戸学院大学は2026年に60周年の節目を迎え
ようとしています。本法人の原点である私立森裁縫女学校の創立（1912（明治45）年）理念は、「艱難にくじ
けず自活していける女性」と「真に社会に役立つ人間」の育成にありました。神戸学院大学では、校祖森わさ先
生の志を継承し、本学の建学の精神「真理愛好・個性尊重」に基づき、研究、教育又は社会における活動におい
て優れた功績をあげた女性の教職員・卒業生・修了生を表彰します。
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森わさ賞 候補者募集第7回

対象 ・本学の専任教職員もしくは卒業生・修了生で、研究、教育又は社会における活動の
　いずれかにおける功績が認められる女性の方
・自薦/他薦*、年齢は問いません
・原則として1名を表彰します

*推薦者は本学専任教職員および卒業生・修了生に限りません

２０２５年１１月２８日（金）１５：００
男女共同参画推進室　　　danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp

〆切

表彰

応募方法

賞状および副賞(記念品)の授与

男女共同参画推進室HPから推薦書をダウンロードのうえ、PDF ファイル
にしてメールでお申し込みください

募集
〆切間近！

イベント

男女共同参画映画上映会
神戸学院大学

／11  参加申し込みQRコード▶︎
〆切：各前日

／11 17

25
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KAC 911

KPC1 D301

13:15-15:15

13:15-15:15

昼休みの時間帯から
上映いたします。

開始時間にご注意ください。

活動報告

　有瀬キャンパスで、第8回男女共同参画サイエンスフォーラ
ムを開催しました。総合リハビリテーション学部に今春赴任し
た見須裕香講師と小坂菜生講師が登壇し、佐野光彦学部長がイ
ンタビューを行いました。
　中山文室長は冒頭で、本フォーラムが「理系女子（リケジ
ョ）」だけでなく、社会に出る男性にも有益であると述べまし
た。見須講師は、自立した高齢者の身心機能や生活状況を追跡
し、介護が必要になる要因を解明する研究の面白さを紹介。本
学卒業生として臨床経験を経て博士号を取得した経緯も語りま
した。小坂講師は、デジタル技術で車椅子ユーザーの坂道難易
度を判定するアプリ開発について、災害時の活用も視野に入れ
ていると語りました。両講師とも文系から理系へと転身した経
緯や、研究成果についてを「見える化」することの重要性を強
調しました。
　理系分野で働く女性の現状や、子育てと研究の両立の課題に
触れ、コロナ禍での研究環境の変化や幼少期からの科学体験の
重要性について述べました。これからの理系を目指す高校生・
大学生に対しては「自分を生かせる仕事、面白いことを見つ
け、失敗を恐れずに挑戦してほしい」と力強いエールを送りま
した。学生からは孤独な高齢者へのアプローチ法について質問
が寄せられるなど、活発な質疑応答も行われ、理系分野の魅力
と多様なキャリアパスが示される貴重な機会となりました。



　子育て支援リーフレット

神戸学院大学　男女共同参画推進室
ポートアイランド第1キャンパス Ｄ号館４階
住所　神戸市中央区港島１丁目１番地３
TEL　 078-571-0927（直通）
mail　danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp

　職場のこと、育児・介護との両立のこと、男女
共同参画にかかわるなんでも、日々感じておられ
ることについてぜひご意見をお聞かせください。
今後の取り組みの参考にさせていただきます。
　匿名でも送信していただけます。

ご意見を

お寄せ

ください

エッセイ

お父ちゃんの子育て話
土曜日はワンオペ育児になることが多いのですが、いつも楽
しそうに遊び、疲れたら気持ちよさそうに昼寝をしてくれま
す。そんな娘ですが、夜は妻と一緒じゃないと寝てくれませ
ん。私一人で寝室に連れて行くと泣き喚いてしまうので、寝
かしつけるまで至らず妻が来るまで動画アプリを見せる毎日
です。こうなった原因はおそらく、娘が同じベッドで寝るよ
うになってから、寝かしつけを妻に任せきりにしていたこと
だと思います。寝かしつけてもらっている間に私は掃除や洗
濯をしていたのですが、その役割分担が娘にも自然と根付い
てしまったのでしょう。慌ただしく過ぎていく日々の中で、
いかに娘に健やかに育ってもらいながら、仕事と家事もする

かを考えながら過ごしていま
した。しかし、娘にとっては
その1日1日がかけがえのな
い経験の連続・積み重ねであ
り、娘を形作っているのだと
強く感じました。今日ばかり
は家事をやめて、21時に一
緒に寝ようと思います。

　★★連載第16回★★

（全学教育推進グループ・中山和弥さん）

　介護個別相談会

 　兵庫県社会福祉事業団と協働して、教職員のための介護
個別相談会を実施しています。「まず何から始めればいい
んだろう…」「必要な費用が知りたい」「介護中の仕事と
の両立について」など、さまざまな個別の事情や将来の不
安などについて、介護の専門家に相談できます。
　完全予約制で個人情報は守られます。ぜひご利用くださ
い。なお、緊急の場合は、スケジュールにかかわらず男女
共同参画推進室までご連絡ください。

介護個別相談実施日

※ 相談予約がない日の実施はありません

介護支援

毎月第３火曜日 11:45-13:45
１回30分（予約制）

場所：ポートアイランド第1キャンパス、
　　　有瀬キャンパスでの対面相談
　　　　　（予約者の希望にあわせて実施します）

 　　　※電話での相談も可能です
対象：本学専任教職員
予約：申込期日までにメールでお申し込み
　　　ください
▼詳しくはこちら▼
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/
kyodo_sankaku/torikumi/kaigosoudan.html

　10月1日の改正育児・介護休業法施行に伴い、子育て支援
リーフレットを更新しました。
「　柔軟な働き方を実現するための措置」として、子が３歳
から小学校就学の始期に達するまでの期間、以下のいずれか
１つを選んで利用できます。
①養育両立支援休暇
　年度内10日以内の範囲で、1日、半日、または時間単位で
　休暇を取得することができます。
②育児短時間勤務
　１回につき１ヶ月以上１年以内の範囲内で、勤務時間の
　短縮もしくは始業時間の変更を申し出ることができます。
【掲載場所】
　▼学内情報サービス▼
　　https://info.kobegakuin.ac.jp/campusweb/
　　『共有フォルダ』→『男女共同参画推進室』→
　　『子育て支援リーフレット』

お知らせ

神戸学院大学子育てネットワーク

PEACH
Program  for  Encouragement  

to  Assist  Childcare

　神戸学院大学では、子育て中の教職員のための子育てネット

ワークを立ち上げています。子育て中の同僚や先輩たちとラン

チミーティングやメーリングリストでつながって、あれこれ相

談したり、子育ての楽しさを共有したり、使える行政サービス

の情報交換をしたりしませんか。参加のお申し込みは男女共同

参画推進室までお気軽にどうぞ。

ライブラリー 　今月のおすすめBOOK！

　男女共同参画推進室では、「男⼥共同参画⽩書」
はもちろん、⼥性学・男性学、働き⽅・WLB、⼦育
てや介護などの書籍やDVDを揃えています。本学所
属の⽅はどなたでもご利⽤いただけますので、ぜひ
ご利用ください。

▼本棚はこちらから▶  https://booklog.jp/users/kobegakuindanjo

・『10代から知っておきたい女性を閉じこめるずるい言葉』
　　　森山至貴（2022）　WAVE出版
・『ボクは食器洗いをやっていただけで、家事をやっていなかった。』
　　　土屋礼央（2021）　KADOKAWA
・『認知症世界の歩き方』
　　　箕裕介（2021）　ライツ社
・『きみの人生はきみのもの　子どもが知っておきたい「権利」の話』
　　　谷口真由美、他（2023）　NHK出版
・『アンチ・アンチエイジングの思想』
　　　上野千鶴子（2025）　みすず書房

※緊急の場合は、スケジュールにかかわらず
　男女共同参画推進室までご連絡ください

https://booklog.jp/users/kobegakuindanjo

